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２
０
１
９
年
４
月
の

「
働
き
方
改
革
関
連
法
」

に
よ
り
、
勤
務
間
イ
ン

タ
ー
バ
ル
制
度
の
導
入
は

事
業
主
の
「
努
力
義
務
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

過
労
防
止
の
観
点
や
健

康
維
持
、
睡
眠
時
間
の
確

保
等
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
向
上
、
優
秀

な
人
材
の
確
保
と
定
着
さ

せ
る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

昨
年
度
か
ら
の
組
合
要
求

で
、
20
都
県
で
実
施
さ
れ

て
い
る
「
11
時
間
の
勤
務

間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
」

の
導
入
が
必
要
で
あ
る
と

主
張
し
て
き
ま
し
た
。

　

導
入
に
つ
い
て
県
当
局

の
見
解
は
、
公
務
の
職
場

の
魅
力
向
上
、
能
率
の
一

層
の
向
上
に
も
つ
な
が
る

と
し
、
国
や
他
県
の
取
り

組
み
を
踏
ま
え
検
討
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

行
政
経
営
課
と
の
協
議

の
上
、
令
和
８
年
４
月
か

ら
努
力
義
務
で
は
あ
り
ま

す
が
、
人
事
院
か
ら
の
通

知
「
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ

ル
確
保
に
つ
い
て
」
を
含

め
た
制
度
を
導
入
し
て
い

く
こ
と
で
確
認
し
ま
し

た
。

時
間
外
勤
務
中
の
30
分
休
憩

時
間
に
つ
い
て

　

過
労
防
止
の
観
点
か
ら
、

原
則
17
：
15
～
17
：
45
の
30

分
間
を
休
憩
と
し
て
い
ま
す

が
、
職
員
の
事
情
・
希
望
に

応
じ
た
柔
軟
な
働
き
方
を
求

め
て
き
ま
し
た
。
長
時
間
の

時
間
外
勤
務
と
な
る
場
合
に

は
疲
労
回
復
の
た
め
き
ち
ん

と
休
憩
を
取
り
、
時
間
外
勤

務
が
短
け
れ
ば
休
憩
を
取
ら

ず
、
早
く
帰
る
こ
と
も
選
択

で
き
る
こ
と
が
勤
務
間
の
11

時
間
を
確
保
す
る
た
め
に
も

必
要
で
す
。

　

所
属
に
よ
っ
て
は
、
休
憩

を
取
ら
な
い
理
由
を
育
児
・

11
時
間
の
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
導
入
へ

介
護
だ
け
し
か
認
め
な
い
と

い
う
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
で
運

用
し
て
い
た
事
例
が
あ
り
、

交
渉
の
中
で
適
正
な
時
間
外

管
理
が
で
き
て
い
る
の
か
県

当
局
の
見
解
を
求
め
て
き
ま

し
た
。

　

結
果
、
県
当
局
は
、
早
く

帰
る
た
め
に
休
憩
時
間
を
取

ら
な
い
理
由
と
し
て
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

充
実
の
観
点
で
育
児
・
介
護

だ
け
で
は
な
く
「
自
身
の
休

息
時
間
の
確
保
や
自
己
研
鑽

な
ど
」
も
含
ま
れ
る
の
で
、

誤
っ
た
解
釈
が
な
い
よ
う
、

次
長
等
会
議
で
各
所
属
に
周

知
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
組
合
の
休
憩
時
間

取
得
の
考
え
方
と
し
て
、
労

働
基
準
法
の
休
憩
時
間
の
概

念
で
あ
る
６
時
間
以
上
・
以

下
と
い
う
一
定
の
目
安
を
設

け
、
疲
労
感
や
体
調
面
な
ど
自

身
の
選
択
を
重
視
し
た
、
メ
リ

ハ
リ
の
つ
い
た
働
き
方
を
推
奨

す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
き

ま
し
た
。

　
「
矛
盾
を
感
じ
て
い
た
が
上

司
の
理
解
不
足
か
ら
申
請
が
通

ら
な
か
っ
た
」「
休
憩
時
間
の

30
分
間
は
サ
ー
ビ
ス
残
業
で
あ

き
ら
め
て
い
た
」
な
ど
、
要
求

か
ら
交
渉
を
通
じ
て
今
ま
で
の

慣
行
を
改
善
で
き
た
こ
と
、
組

合
の
取
り
組
ん
だ
成
果
と
し
て

認
め
て
く
れ
た
組
合
員
も
多
く

お
り
ま
す
。
当
た
り
前
の
こ
と

で
す
が
、
申
請
し
た
時
間
外
勤

務
に
つ
い
て
は
１
０
０
％
支
払

わ
れ
る
よ
う
に
適
正
な
勤
務
時

間
管
理
の
徹
底
や
、
管
理
職
等

へ
の
周
知
な
ど
今
後
も
取
り
組

み
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争
要
求
実
現

３
・
７
総
決
起
集
会

　

３
月
７
日
（
土
）
に
三
の

丸
庁
舎
広
場
で
連
合
茨
城
主

催
の
総
決
起
集
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

賃
上
げ
が
あ
た
り
ま
え
の

社
会
の
実
現
に
向
け
、
全
力

で
賃
上
げ
に
取
組
み
、
社
会

全
体
へ
の
波
及
を
め
ざ
す
、

す
べ
て
の
働
く
人
の
生
活
を

持
続
的
に
向
上
さ
せ
る
マ
ク

ロ
の
観
点
と
各
産
業
の
「
底

上
げ
」「
底
支
え
」「
格
差
是

正
」
の
取
り
組
み
強
化
を
促

す
観
点
か
ら
、
全
体
の
賃
上

げ
の
目
安
は
、
賃
上
げ
３
％

以
上
、
定
昇
相
当
分
を
含
め

て
５
％
以
上
と
し
、
そ
の
実

現
に
こ
だ
わ
る
と
し
て
い
ま

す
。

　

集
会
ア
ピ
ー
ル
で
は
「
労

働
組
合
が
あ
る
か
ら
こ
そ
要

求
し
、
労
使
対
等
な
交
渉

が
で
き
る
。
労
働
組
合
の

意
義
と
必
要
性
を
社
会
全

体
に
浸
透
さ
せ
、
仲
間
づ

く
り
に
も
つ
な
げ
て
い
こ

う
。」
と
２
０
２
６
春
季
生

活
闘
争
の
開
始
を
宣
言
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
水
戸
市
内

を
「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
勝
ち

取
る
ぞ
ー
！
」「
長
時
間
労

働
反
対
―
！
」
と
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
を
上
げ
て
デ
モ
行

進
し
ま
し
た
。

勤務間のインターバル確保について
１　趣旨

　職員の生活時間（睡眠を含む）を十分確保することは、健康維持

のため不可欠であり、ワーク・ライフ・バランス確保のためにも重

要であるほか、公務の職場の魅力向上や能率の一層向上につながる

ことも期待されるため、勤務間のインターバル（職員の健康と福祉

の確保に必要な終業から次の始業までの時間）を確保する。

２　内容

　所属長は、円滑な公務運営に配慮し、適正な勤務条件の確保を図

るため、勤務間のインターバルとして、11 時間を確保するよう努

めなければならない。【努力義務】

①原則 22 時以降の時間外勤務は命じないよう努めるとともに、業

務分担等を適宜見直し

②時差出勤・フレックスタイム・在宅勤務の活用や休暇の取得によ

り、勤務間のインーバル確保を推奨

③一定期間確保できなかった場合、代替として後日の休暇取得等を

推奨し、疲労回復を支援

３　導入時期：2026 年４月から

　※インターバル 11 時間の意義

　時間外勤務は、最大１日約４時間（13 時間－正規勤務 7.45 時間

－休憩１時間）、月換算約 80 時間、過労死認定基準内
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応募のきまり

★以前のメールアドレスでは
応募受付になりません

　以下のＱＲコードから応募
してください

★コメント大歓迎！
　正解者の中から抽選で20
名にＱＵＯカード（500円
分）プレゼント

★応募締切
　2026年４月13日（月）
　当日消印有効

自
治
労
茨
城
県
本
部
臨
時
大
会

春
闘
の
取
り
組
み
な
ど
当
面
の
闘
争
方
針
や
次
年
度
役
員
選
挙
を
実
施

　

３
月
６
日
、
那
珂
湊
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
自

治
労
の
春
闘
は
民
間
労

組
と
の
連
携
と
と
も
に
、

「
１
年
の
た
た
か
い
の
ス

タ
ー
ト
」
と
位
置
付
け
、

２
０
２
６
春
闘
「
あ
な
た

の
声
で
は
じ
ま
る
春
闘
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
賃
金

改
善
だ
け
で
な
く
多
岐
に

わ
た
る
課
題
へ
の
取
り
組

み
を
提
起
し
て
い
ま
す
。

〈
大
会
で
の
主
な
発
言
〉

◆
青
年
部　
年
休
取
得
の

課
題
に
つ
い
て
、
業
務
過

多
・
人
員
不
足
等
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。「
周
り
が

休
ま
な
い
の
で
取
得
し
に

く
い
」
と
の
声
も
多
い
。

業
務
量
に
見
合
っ
た
適
正

な
人
員
配
置
を
求
め
る
と

と
も
に
職
場
全
体
で
必
要

な
時
に
休
暇
を
取
得
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

む
。

◆
現
業
評
議
会　
頻
発
す

る
自
然
災
害
や
住
民
ニ
ー

ズ
の
対
応
な
ど
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
重
要
性
を
訴
え
、

正
職
員
の
採
用
を
実
現
し

て
い
き
た
い
。

◆
県
職
連
合　
働
き
や
す

さ
と
働
き
が
い
の
両
立
の

取
り
組
み
、
勤
務
間
イ
ン

タ
ー
バ
ル
制
度
に
つ
い

て
。

◆
行
方
市　
年
度
途
中
の

人
事
異
動
、
新
規
採
用
の

会
計
年
度
任
用
職
員
枠
追

加
、
地
域
手
当
、
家
族
看

護
等
休
暇
、
職
場
環
境
の

　

３
月
４
日
、
四
県
職
労

（
群
馬
・
栃
木
・
山
梨
・

茨
城
）
共
闘
会
議
を
水
戸

市
内
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
会
議
は
、
近
県
状
況

に
つ
い
て
情
報
共
有
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
各
県
の

「
職
員
駐
車
場
の
利
用
状

況
」、「
勤
務
間
イ
ン
タ
ー

バ
ル
制
度
の
導
入
」
の
２

つ
の
テ
ー
マ
の
議
論
の
結

果
を
報
告
し
ま
す
。

【
職
員
駐
車
場
の
利
用

状
況
】

人
事
院
勧
告
の
駐
車
利
用

料
金
支
給
上
限
５
千
円
を

受
け
て
、
他
県
の
状
況

と
し
て
、
群
馬
と
山
梨

に
お
い
て
は
、
上
限
５
，

０
０
０
円
で
全
額
支
給
、

栃
木
に
お
い
て
は
パ
ー
ク

＆
ラ
イ
ド
用
駐
車
場
の

み
の
１
／
２
支
給
、
３
，

０
０
０
円
上
限
に
留
ま
っ

て
い
る
状
況
で
す
。
他
県

の
場
合
、
県
庁
舎
が
駅
か

ら
比
較
的
近
い
こ
と
か
ら

駐
車
場
利
用
料
金
の
相
場

が
八
千
～
一
万
円
と
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
茨
城
で

は
、
駐
車
場
利
用
料
金
に

つ
い
て
の
言
及
が
な
か
っ

た
た
め
通
勤
手
当
全
体
と

し
て
配
分
で
き
る
方
法
も

検
討
し
た
結
果
、
妥
結
に

至
っ
て
い
ま
す
。

【
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ

ル
制
度
の
導
入
】

　

茨
城
で
は
２
０
２
６
年

４
月
か
ら
、
勤
務
間
イ
ン

タ
ー
バ
ル
制
度
導
入
を
確

認
し
て
い
ま
す
。
群
馬
と

栃
木
で
は
今
年
度
か
ら
先

行
し
て
導
入
し
て
い
る
状

況
で
あ
り
、
11
時
間
の
勤

務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度

が
職
員
に
ど
れ
ほ
ど
浸
透

し
て
い
る
か
不
明
で
、
実

態
を
つ
か
む
こ
と
に
課
題

が
あ
る
と
の
こ
と
。
山
梨

県
に
お
い
て
は
、
大
前
提

と
し
て
制
度
が
必
要
な
ほ

ど
業
務
が
発
生
す
る
こ
と

が
問
題
で
あ
る
と
し
て
、

導
入
は
し
て
い
な
い
状
況

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

四
県
職
労
共
闘
会
議
報
告

改
善
等
に
つ
い
て
の
取

組
。

◆
東
海
村　
じ
ち
ろ
う
共

済
の
学
習
会
や
個
別
相
談

会
を
実
施
し
加
入
促
進
に

取
り
組
ん
だ
。

◆
鹿
島
市　
通
勤
手
当
、

時
差
出
勤
の
導
入
、
家
族

看
護
休
暇
に
つ
い
て
の
取

組
、組
織
強
化
に
つ
い
て
。

◆
国
保
労
組　
支
払
基
金

と
の
審
査
支
払
シ
ス
テ
ム

の
共
同
開
発
、
共
同
利
用

の
問
題
が
喫
緊
の
課
題
。

劇団四季『アナと雪の女王』
ミュージカル観賞・浅草散策バスツアー
　３月７日（土）、職員組合の福利厚生事業として、劇団四　３月７日（土）、職員組合の福利厚生事業として、劇団四
季ミュージカル『アナと雪の女王』を鑑賞してきました。今季ミュージカル『アナと雪の女王』を鑑賞してきました。今
年も募集人数をはるかに超えるお申込みがあり、抽選の結果、年も募集人数をはるかに超えるお申込みがあり、抽選の結果、
当選しました１２０名の方にご参加いただきました。当選しました１２０名の方にご参加いただきました。
　雪と氷の世界が広がる華やかな舞台と生演奏の迫力は、本　雪と氷の世界が広がる華やかな舞台と生演奏の迫力は、本
当に素晴らしく、参加者からも、「素晴らしかった」「初めて当に素晴らしく、参加者からも、「素晴らしかった」「初めて
観て感動しました」「また観に行きたい」といった声が多く観て感動しました」「また観に行きたい」といった声が多く
寄せられました。寄せられました。
　ミュージカル鑑賞後は、浅草に移動し、浅草寺への参拝、　ミュージカル鑑賞後は、浅草に移動し、浅草寺への参拝、
仲見世商店街での食べ歩きやお買い物を楽しみました。仲見世商店街での食べ歩きやお買い物を楽しみました。
　これからも組合員の皆さんに喜んでご参加いただける福利　これからも組合員の皆さんに喜んでご参加いただける福利
厚生事業を企画していきますので奮ってご参加ください。厚生事業を企画していきますので奮ってご参加ください。
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３３

ド
ク

スウ１１ ４４

２２

二重枠（二つあります）に入った数字の
合計はいくつになるでしょう。

ルール

①空いているマスに１から９までの数字
　のどれかを入れます。

②タテ列（９列）、ヨコ列（９列）、太線
　で囲まれた３×３のブロック（それぞ
　れ９マスあるブロックが九つ）のどれ
　にも、１から９までの数字が一つ入り
　ます。

パズル制作／ニコリ

ヨコのカギヨコのカギ タテのカギタテのカギ
二重枠に入った文字を、
Ａから順に並べてできる
言葉は何でしょう？

問
題

１　春、東から吹いてくる風。
　　――吹かば匂ひおこせよ
　　梅の花
２　耳を飾ります
３　カクテルにも使う蒸留酒
４　早春。――は気温が安定
　　しないから着るものに悩
　　みます
５　ゴルフ場に生えています
６　人気の辛い料理の上に揚
　　げ物が乗っています
８　冬はこたつで丸くなって
　　います。――の恋は春の
　　季語です
11　鎌倉　江戸　三国
12　野外。――で遊ぶにはま
　　だ少し寒いかな
13　闇――が問題になってい
　　ます
15　最後に生える奥歯
17　冬から春にかけ白や黄色
　　の花を咲かせます
20　――の強い人
22　一・二・三・本
24　アタックの前に上げる
25　――も玻璃も照らせば光
　　る

１　人の――を邪魔する奴は
　　馬に蹴られて…
４　落語家をこういうことも
７　昔は兄弟でテレビの――
　　争いをしたものです
９　不義理をしている人にバ
　　ッタリ会っちゃって――
　　が悪かったよ
10　５cc 量れます
12　旋回や開脚移動などの技
　　がある男子の体操競技
14　京の――、大阪の食い倒
　　れ
16　春告鳥の別名のように、
　　早春に独特な鳴き声を響
　　かせます
18　年。――ブック、ビンテ
　　ージ――
19　包丁の切れ味が悪くなっ
　　たら出番です
21　アメリカやカナダの通貨
23　――パークはマンハッタ
　　ンにある広い公園。有名
　　な美術館もあります
26　ウエッジなどがあるゴル
　　フクラブ
27　墨をするときに使いますパズル制作／ニコリ
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